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因は不明であったか
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天性脊髄蚤形で,臨床的にLぼL,ぼ皮膚,骨髄,中枢神

経系に発売異常を伴い,進行性殿脊髄症状を望すること

が知綜)れている.

症例はま5渚女性昏腰痛を主訴として近臣受診中臨床的

腰鮭鮭閣板-ルエアが疑われ 腰椎Ⅹ線単純撮影では二

分曹縦が認められたすその為,ヘルニアの有無および脊

髄奇形鰐登目的で MR玉施行したところ予審症と診断

された.
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ほとんど侵襲がない検査法であり,脊髄を容易に艦齢ブ

冠状断像で連続性をあって観察できるため,d豆拡tematO-

mye五五aの存私 さらをこ高位診断をこきわめて有用な検査

法であると思われ ここに報告した血

且0)癖大霜還動脈末梢をこ発生した巨大動脈痛の
l桝
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中島 拓魯糾 隆--∈脳裡表外糾 う

緒前 索 藍窯駿宰義経病理∋

頭蓋雇璃巨磯 癌は汐見)太い動脈にできやすく,2)m拡S

哲鮎ctがあるをこもかかわらず,･CTをこて周囲に低吸収魔

を認めないことが特徴とされている,我崎は,周囲の白

質に広範囲の脳浮腰を伴った中東磁動脈莱櫓の転乗動脈

癖を経験したので,報告する蝕

まず,中東脳動脈の巨大動脈痛は分岐部がその好発部

位でありタや太脳動脈未槽の巨大動脈感は李絡めて希で
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脳梗塞の合併,諾う転流動脈療自体による燭済の脳組織

器質化Lた動脈療壁の新生血管の不完全な血液脳関門に

よる字の報告があるホ我 の々症例では学術後速やかをこ脳

浮腫蛸鰭過し 脳梗塞の合併とは考えにくい書しかし,

病理学的をこぼ,周囲の白質をこ非糖尿的な がまos主Sが認め

られるのみで,その成河を示唆する所見は得られず予原
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および内側縦束症候群 (-側性)を望した-例を経験し
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CT 佐官扮掛i:T)では病魔は描出されなかった-しかし′
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れた微小病変が芦左内側蔽栗の位置に緒出され 責任病

巣と考えられた平従来から㌢このような脳幹被蓋の倣小

病変 (梗塞骨脱髄)をCTで捉える糾£不可能と言わ

れており,文献止も声量司榛U)報告はなかったかなお常伝
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今回,我利£ヲ上顎に於狩る悪性uソバ膿を3例経験

上だ..巨㍉･■約 -f',卜l諏洞に病変し､リ立言.こ∴･､;.二,ら('~~,1'(.礼

上顎歯槽部に限局したもの1例)これらの CT所見を

検索したところ以下のようをこまとめざ)れた.

且,m盈SSの太ききをこ比べ軍上顎洞壁の破壊は軽度で

あった.しかL学歯槽骨の破壊は,び慢性で比較的,程

度が大きかった.

2.massに近接した骨の硬化像は認められなかった.

3年m盈SSの造影性は均山であったが,その増強効果

言,症f恥∴いl異}∴､てい上.

今後野CT読影時に9これらの寮を考慮す紬岩戸｣二顎

をこ於ける腰痛の鑑別診断に仇私有欄であると思われる顎

且諾う顎◎顔面領域をこおけるuS膵は野鼠SO孤咽ぞ組曲y)
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科の経験を報告する&息粥7年5月よ机9猶隼且沿層まで碍


